
レクイエム・プロジェクトは 2016 年 6 月、活動 9 年目に入ります！ 

 

被災地と被災地、地域と地域、 

そして人と人とを、歌でつなぐ合唱プロジェクト 
 
レクイエム・プロジェクト REQUIEM  PROJECT  
 

心を寄せ合うとき、失われた“いのち”への思いは、 

重なり合い、歌となり、未来へつながる！ 
 

レクイエム・プロジェクト実行委員会 
 

  

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
失われた“いのち”、傷ついた心、そして破壊されたふるさとや自然 

音楽に何が出来るのか？ 音楽に果たせる役割があるのか？ 
阪神・淡路大震災をきっかけに、被災地・神戸と深く関わり続けてきた 

作曲家・上田益が主宰し、その思いをひとつの形にしたものがレクイエム・プロジェクトです。 
 

それは、被災地と被災地、地域と地域、そして人と人とが 
被災地の詩人と共に上田益が書下ろす追悼と希望の合唱作品などを 
共に歌うことでつながっていく、市民参加型の合唱プロジェクト。 

 
2008年に神戸神戸で始まり、これまでに東京、沖縄、兵庫県佐用町、広島、長崎、 

そして東日本大震災被災地では仙台、南相馬、北いわて、気仙沼でプロジェクトが行われ、 
その殆どで継続した活動となっています。 

関連したコンサートは、札幌、福島、プラハ、ウィーン・シュテファン大聖堂など 
内外でも行われています。 

 
東日本大震災から 5年となる 2016年には、バチカン教皇庁の特別な許可を得て 

バチカン・サンピエトロ大聖堂ミサでの演奏をはじめ、システィーナ礼拝堂での奉納演奏や 
アッシジ、フィレンツェの歴史的教会において各地のプロジェクト合唱団参加者有志により 
復興祈念と平和への願いを込め、バチカン・イタリア特別演奏会を開催します。 

 
 

ver.2016.3.07版 

http://requiem-project

.jp/ 



 

■助成いただいた財団など 
●公益財団法人ひょうご震災記念 21 世紀機構 ●ひょうご安全の日推進県民会議 ●（公財）宮城県文化振興財団 ●仙台市 

市民文化事業団 ●（財）朝日新聞文化財団 ●（公財）関西・大阪 21 世紀協会 ●（財）三菱 UFJ 信託地域文化財団 ●（公財）

大阪コミュニティ財団 ●（財）アサヒビール芸術文化財団  ●JR 西日本あんしん社会財団 ●私的録音補償金管理協会  

●（公財）エネルギア文化・スポーツ財団 

■ご後援いただいた自治体、新聞社、放送局など 

●東京都 ●兵庫県 ●沖縄県 ●長崎県 ●広島県 ●宮城県 ●福島県 ●神戸市 ●長崎市 ●広島市 ●仙台市 

●南相馬市 ●札幌市 ●佐用町 ●兵庫県教育委員会 ●長崎県教育委員会 ●広島県教育委員会 ●神戸市教育委員会 

●那覇市教育委員会 ●浦添市教育委員会 ●長崎市教育委員会 ●広島市教育委員会 ●南相馬市教育委員会 ●佐用町 

教育委員会 ●久慈市教育委員会 ●洋野町教育委員会 ●野田村教育委員会 ●普代村教育委員会 ●葛巻町教育委員会 

●札幌市教育委員会  ●朝日新聞  ●読売新聞  ●神戸新聞  ●沖縄タイムス  ●琉球新報  ●河北新報社  ●中国 

新聞社 ●福島民報社 ●福島民友新聞社 ●岩手日報社 ●デーリー東北新聞社 ●北海道新聞 ●NHK 神戸放送局 ●NHK

沖縄放送局 ●NHK 長崎放送局 ●NHK 仙台放送局 ●NHK 福島放送局 ●NHK 盛岡放送局 ●毎日放送 ●朝日放送 

●関西テレビ ●読売テレビ ●琉球放送 ●琉球朝日放送 ●沖縄テレビ ●長崎放送 ●テレビ長崎 ●長崎文化放送 

●長崎国際テレビ ●中国放送 ●広島テレビ ●広島ホームテレビ●テレビ新広島 ●東北放送 ●東日本放送 ●ミヤギテレビ 

●仙台放送 ●福島中央テレビ ●福島放送 ●テレビユー福島 ●福島テレビ ●サンテレビジョン ●長崎ケーブルメディア 

●ニッポン放送 ●ラジオ関西●ラジオ沖縄 ●エフエム沖縄 ●エフエム長崎 ●広島エフエム ●（財）神戸新聞文化財団 ●

（財）対馬丸記念会 ●中華人民共和国大阪総領事館 ●駐神戸大韓民国総領事館 ●タイ王国大阪総領事館 ●駐日トルコ 

共和国大使館 ●在大阪イタリア総領事館 ●在大阪インドネシア総領事館 ●日本中国文化交流協会 ●在チェコ日本国大使館 

●三陸鉄道（株） 

■ご協賛いただいた企業 

●（株）ケー・エフ・シー ●全日本空輸（株） ●三菱東京 UFJ 銀行 ●（株）日立製作所 ●（財）沖縄美ら島財団 ●さんちか 

●（株）伊丹産業 ●伊丹シティホテル ●（株）関西スーパーマーケット ●日本エスリード（株） ●日東物産 ほか 

■活動を記事掲載していただいた新聞社、出版社 

●朝日新聞 ●読売新聞 ●毎日新聞 ●産経新聞 ●神戸新聞 ●長崎新聞 ●河北新報 ●沖縄タイムス ●琉球新報 ●福

島民報社 ●福島民友新聞 ●岩手日報 ●デーリー東北 ●音楽之友社  

■活動を特集などで放送していただいたテレビ局、ラジオ局 

●NHK 神戸放送局 ●NHK 沖縄放送局 ●ミヤギテレビ ●毎日放送 ●朝日放送 ●長崎放送 ●サンテレビジョン ●ラジオ 

関西 ●NBC ラジオ ●CAT-V 仙台ケーブルテレビ ●長崎ケーブルメディア 



ウィーンの大聖堂に 

響きわたった 

被災地からの歌声！ 
 

世界遺産であるウィーン歴史地区にあり、約 850

年の歴史を持つ世界的に著名なカトリックの教会、

聖シュテファン大聖堂。 

その大聖堂主催によるコンサートが 10 月 11 日

（土）に同大聖堂内で行われ、震災から今年で 3年

を迎えた東日本大震災被災地（仙台と周辺の沿岸

部地域ならびに陸前高田、南相馬）などから 145人

の合唱団が参加。 

このほか日本から 8 人の声楽ソリスト、そして 

被災地のプロ・オーケストラである仙台フィルから

弦楽器奏者 4人、および指揮者含め合計 158人が

ウィーンを訪れ、日本から留学している声楽家 5名

と現地プロ・オーケストラ32名の総勢195人が、上田益：作曲「レクイエム～あの日を、あなたを忘れない～」

（全 10 曲）など、合計 14 曲を演奏。満員となる約 800 名の聴衆に、音楽を通して日本の被災地の思い、 

自然災害や戦災で亡くなった世界中の多くの方々への追悼と、平和への思いを伝えました。 

 

日本人作曲のレクイエムが大聖堂主催のコン

サートで演奏されるのは約 850 年の大聖堂史上

初めて。コンサート終了後は、10分以上スタンディ

ング・オベーションが続き、教会でのレクイエム演

奏としては異例の反響となりました。 

日本の各被災地からの思いが大聖堂内に響き

わたり、国や言葉の違いを越えて聖堂内の 

すべての人々を包み込ました。 

 

 

このコンサートは、2008 年に神戸で始まり、

自然災害や戦災の被災地である国内 9箇所

で行われている作曲家・上田益が主宰する

レクイエム・プロジェクトの一環として行われ、

その各地のプロジェクト合唱団員有志が参加

したもの。 

＜参加合唱団員内訳＞ 

仙台（市内および津波被害が甚大だった

市内若林区のほか、名取、塩竃、多賀城、亘

理からも参加） 37人、陸前高田 8人、南相

馬 12人、神戸・大阪・京都 42名、東京 15人、広島 16人、長崎 15人 

 

 



 

長崎新聞シュテファン記事 



音楽の友誌 2014年 12月号           河北新報シュテファン記事 

 長崎新聞 

 

 



 

＜＜ププロロフフィィーールル＞＞  

■上田 益（うえだ・すすむ）  作曲家、サウンド・プロデューサー 

レクイエム・プロジェクト実行委員会代表（主宰者） 

 

1956年大阪に生まれる。 

京都市立芸術大学音楽学部作曲専攻卒業。廣瀬量平氏に師事。 

京都音楽協会賞受賞。 

1980年度文化庁芸術家国内研修員に選出され、東京において研鑽を積む。 

1982年、関西での本格的な活動を開始し、以後1994年秋に拠点を東京に移すまで、

クラシック音楽の演奏家からの委嘱により、数多くの作品を発表。また自らも作品展を

２度開催する。 

1989年、福井市制 100周年記念式典の音楽を担当。 

1994年、広島アジア競技大会「開会式」「閉会式」のパフォーマンス音楽を担当。この年の秋に、創作活動の 

拠点を東京に移す。 

1998年、長野オリンピック・公式楽曲「WINTER FLAME」を作曲。 

1999 年、神戸ルミナリエ会場演出用の音楽を担当。以後毎年ルミナリエのための作曲を現在まで続けている

ほか、2005 年からは阪神淡路大震災の犠牲者のための「追悼コンサートいのりのとき」を神戸市内で

毎年開催。2008年より 2 年がかりで、震災から 15年となる 2010 年 1 月 17日に向けた「レクイエム・

プロジェクト」を神戸で実施し、その活動の輪は「大切ないのちへの思い」をテーマに、神戸以外でも

東京、沖縄、広島、長崎、兵庫県佐用町、仙台、南相馬、北いわて（久慈市、野田村を中心とする

岩手北部沿岸地域）、気仙沼、など、東日本大震災被災地を含む自然災害や戦争で傷ついた地域

に広がり、そのほとんどで継続した活動を行っている。 

 

その他NHKテレビの番組用音楽をはじめ、「1リットルの涙」「黒革の手帖」などのテレビドラマ、アニメ、イベント

など様々なジャンルにおける創作活動を行なっている。 

2006 年には世界遺産に指定された高野山のある高野町の委嘱により、時を告げるサウンド・デザインを行なう。

また同年、臨床心理学者で当時の文化庁長官であった故河合隼雄氏と「心の音楽処方箋」というクラシック音

楽のＣＤを制作し、ヤマハ・ミュージックコミュニケーションズよりリリース。 

 

また、イラナ（馬頭琴）、鶯と燕（中国琴）など中国の若いアーティーストの育成や、中島啓江（ソプラノ）、幸田

さと子（ヴァイオリン）、ジャン・ティン（中国琵琶）など、民族楽器やクラシック系を中心にサウンド・プロデュース

および楽曲提供を精力的に行う。２００８年８月 27日には二胡のチェン・ミン、ヴァイオリンの金子飛鳥など、著

名なミュージシャンが参加した自身６枚目となるセルフプロデュースアルバム「そらとうみのあいだ」をリリース。

このほかメジャーレーベルからリリースされた６０タイトル以上の CD作品を手がけている。 

上田益公式ホームページ： http://homepage3.nifty.com/s_ueda/ 

 



■レクイエム・プロジェクトとは？ 

 

悲しみから、希望へ ！ 

心を寄せ合うとき、失われた“いのち”への思いは、 

重なり合い、歌となり、未来へつながる！! 

上田益作曲の「「レクイエム～あの日を、あなたを忘

れない～」（全音楽譜出版社刊）の演奏などを通して、

「大切ないのちへの思い」をテーマに参加者がその

思いを重ね合わせ、被災地と被災地、地域と地域、

そして人と人とを歌でつなぐ、市民参加型合唱プロ

ジェクトが、「レクイエム・プロジェクト」です。自然災害

や戦災で傷ついた地域を中心に、各地に広がって

います。 

阪神・淡路大震災の被災地である神戸で 2008年に始まり、2010年のレクイエム完成初演以後、東京、沖縄、兵

庫県佐用町、長崎、広島など自然災害や戦争で傷ついた地域を中心に活動が広がり、東日本大震災の被災地で

は、宮城県仙台市や福島県南相馬市（2013 年度）、野田村を中心として岩手県北部沿岸地区（北いわて）などで

プロジェクトを行い、その殆どで継続した活動を行ってます。また岩手県陸前高田市や大船渡市の方々は仙台で

のプロジェクトに現在参加しています。 

 

関連したコンサートは札幌や福島市、プラハ、ウィーンや、このプロジェクトの前身である「追悼コンサート」も含め

るとこれまでに約 40 回行われ、これまでレクイエム・プロジェクトに関わって下さった合唱団員、声楽家、指導者、

ピアニスト、プロのオーケストラ、そしてコンサート来場者の合計は、のべ約 2万人（2015年末現在）。 

 

レクイエム・プロジェクトは、活動の中で 

① 各地の惨禍の犠牲となられた方々への追悼を中心に据えながら、 

② 今を生きる私たち、生かされている私たちが「いのちの意味」を見つめ直し、 

③ 「大切ないのち」に対する思い、そして惨禍の記憶を次の世代に伝え、 

④ 未来への希望と平和を願う事 

を趣旨としています。 

またそのことをふまえ、思いが重なり合った音楽となるよう、合唱練習のなかでは、それぞれのパート内の調和と

全体の調和、周りの方々との声の調和を大切にしていただき、趣旨に沿った演奏を目指しています。 

さらに大きな特徴は 

① プロジェクト実施地域の人たちが、他地域のコンサートにも自由に参加し交流が可能で、 

② その中でお互いが共感し合い、心通わせることが出来る 

ことです。それは同じ歌を各地のプロジェクト活動の中で歌っているからこそ出来る事であり、ジョイント・コンサ

ートとは違う性格のものです。 

またコンサートだけが目的ではなく、特に被災地では傷ついた心の復興やケアに長い時間を必要とするため、

活動（練習など）を続けていく時間経過の中で、参加者それぞれが自分自身の思いを歌に込め、悲しみや苦悩を

分かち合い、無理をせず少しずつ乗り越えながら、前向きに生きていこうとするプロセスを大切にしています。 

 

当プロジェクトは、いわゆる「第九」を歌うようなイベント型ではなく、活動地域ごとに「何が必要とされているか」

「何が大切か」を考え、趣旨に賛同して下さる協力者との出会いを探すところから始まります。同じ方法でプロジェ

クトを進めている地域は無く、地域ごとにすべてゼロから作り上げていくプロジェクトなのです。そして最初のコンサ

ートを終えた後も、活動をその地域で継続していくことが最大の目標です。 

またプロジェクトを行う地域で、可能な限り上田益が新しい合唱曲を作曲していくことも、大きな特徴です。現在

出版予定のものを含め、著名な楽譜出版社から 11冊が刊行されています。 

 

 

2013年、南相馬からも参加した神戸での公演 



■レクイエム・プロジェクトで生まれた刊行楽譜、および関連ＣＤ（2016年 3月現在、予定含む） 

※作曲はいずれも、上田益 

◆レクイエム～あの日を、あなたを忘れない～＜出版：全音楽譜出版社＞（全 10曲） 

◆スターバト・マーテル～悲しみの聖母～＜出版：全音楽譜出版社＞（全 10曲） 

◆和合亮一：作詩 混声合唱組曲「黙礼」＜出版：カワイ出版＞（全 5曲） 

◆和合亮一：作詩 女声合唱組曲「黙礼」＜出版：カワイ出版＞（全 5曲） 

◆和合亮一：作詩 混声合唱組曲「光と木の影に」＜出版：カワイ出版＞（全 4曲）2016年 7月出版予定 

◆伊波希厘：作詩 混声合唱組曲「遥かなる海へ」＜出版：全音楽譜出版社＞（全 4曲） 

◆伊波希厘：作詩 女声合唱組曲「遥かなる海へ」＜出版：全音楽譜出版社＞（全 4曲）2016年 3月出版 

◆伊波希厘：作詩 女声合唱のための「4つの愛のうた」＜出版：全音楽譜出版社＞（全 4曲） 

◆混声合唱のための「ふるさとのうた いのちのうた（作詩：宇部京子、上田益）」 

＜出版：全音楽譜出版社＞（全 4曲） 

◆伊波希厘：作詩 児童（女声）合唱組曲「今この時を」＜出版：全音楽譜出版社＞（全 4曲） 

◆宇部京子：作詩 女声（児童）合唱のための「三陸
さ ん

鉄道
て つ

が行く～小さな村の物語～」 

＜出版：全音楽譜出版社＞（全 7曲）2016年 3月出版 

← 

●ﾚｸｲｴﾑ CD 

※ﾌﾟﾗﾊ録音 

●女声合唱 

作品集 CD→ 

→ 

●混声合唱 

作品集 CD 



■2016年 1月開催分までのレクイエムプロジェクト関連コンサート 

 



 

 

    

 

   



    

 

 

    

 

 

   



    

 

    

 

   

 

 

 



■公演の様子（一部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


